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ある。車の問題は今後の検討課題である。
　以下，日程表に基づき，調査の概要を報告する。
　○アルジェ～ラグアット
　これは移動であったが，アトラスからサヘルを経て，サハラ北部の町ラグアットにいたる間の，自
然環境（特に植生）の変化を観察するのによい機会であった。ラグアットで隊員の一人が，体調をく
ずし予定が少しのびたが，逆に後の厳しい旅行のための準備と休養に役立った。
　○ラグアット～ガルダイア
　ガルダイアでは，県庁への表敬と植物検疫の研究所訪問が主要なものであったが，本来なれば観光
シーズンであるのに，政情不安定のためか外国人ツーリストもあまり見られず，さびしい状況であっ
た。ナツメヤシ農園の大敵であるバユドについて現地討議を行ったが，これは国境をこえた汚染であ
り，今のところこの病気になった木をとりのぞくしか対応がない。基礎的な研究の面での日本の協力
が求められた。（具体的には研究設備及び研究者の交流）
　Oガルダイア～エル・ゴレァ（エル・メニア）
　この間においてはじめて，今回の目的の一つである高度技術の一例，セントラル・ピボット灌概（大
規模灌慨スプリンクラー）を見ることができた。これらのハードそのものは別に珍しいものではない
が，どのようにして設備投資がなされているかについていろいろ質問したが，大幅の政府の補助があ
り，国策的な事業であることが推定された。
　エル・メニアでは，国立農業試験場のエル・メニア支所の見学及び現地討論が，たいへん有効であ
った。旧フランス時代の病院の建物を改造したもので，粗末ながら研究者用のゲスト・ハウスや実験
施設もある。しかし，その研究スタッフはまことにお粗末なものであった。何れも，日本でいえば専
門学校卒程度の技師が勤務していた。又，アルジェリア人と結婚しているフランス人女性が，植物の
鑑定を行っていた。予算も限られているが，何よりも，この土地に継続的に居住して調査を行うこと
のできる人材が少ないことが，悩みのようであった。ここでは，圃場，家畜小屋，水利施設などそれ
相応に機能していたが，研究室では研究費不足のため措葉標本一つをとっても十分な保存ができるか
と心配であった。又，支所郊外のワジの中にある排水用の開渠も見学したが，汲み上げている地下水
の塩分濃度のためか，あちこちに塩類集積がめだった。又，オアシスの東部には，排水の集水池があ
るが，その近くでも同様の現象が目立った。郡役所で行われた我々と行政当局との懇談では，この平
坦な土地での排水の問題の解決について，日本の技術援助を求められ，更にエル・メニア地域全体の
地域開発への頭脳協力が希望された。
一120一
第32巻第1号1993年10月
　○エル・メニア～チミムーン
　西大沙丘列の南縁をかすめてチミムーンに入ったが，ここはBisson，　Laureanoなどの調査もあり，
比較情報を得るためナツメヤシ農園やオアシスの生活用水の処理（農園を通って低地にたれながして
いる）の実態を見学した。後者について，日本の技術協力を尋ねられたが，我々の協力範囲を超える
問題である。又EC及びイタリア政府が協力して行うといわれている郊外の古いIghzerのksar（ベル
ベル系の古い集落）を見学したが，それと密着して人々の生活している集落がある。このような半端
なヨーロッパ的思考の文化遺産保存には首をかしげた。
　○チミムーン～アドラール
　このルートは30年程前に，代表者は往復したことがあるが，その頃にくらべ完全に道路は舗装され，
沿道のオアシスへの電力供給も進んでいるように見えた。
　アラドールでは，県知事とかなり長時間懇談できた。知事は，初代駐日大使であり，現在憲法評議
会議長をつとめ，代表者の友人であるBenhabyles氏の友人でもあって，日・ア協同の調査を大変喜ん
でくれた。又アラドール県に，U・R・Z・A＊の研究支所を設けてよいことや，大型施設農業にっい
て熱っぽく語ってくれ，主目的の調査地アウレフ郡長への公電も打ってくれた。又旧知の太陽エネル
ギー研究センター長Bouzidi氏は，改めて，土地をいくらでも提供するから，日本の太陽エネルギー
研究陣（大学とか企業とかを問わない）に来てほしいと今回も懇請された。更にイスラム神学校の校
長からは，思いもかけず，イスラム復興運動からアドラール県における高等教育の役割りまで具体的
な説明があり，1964年初訪の時とは，全く異なった発展をみせたオアシス都市の教育面での変貌の一
面が伺えた。（＊Unit6　de　Recherche　sur　Zones　Arides：乾燥地域研究センター）
　○アドラール～アウレフ
　レガヌを経てアウレフまでは，いわゆるフォガラ街道とよばれるフォガラを伴うオアシス群を通過
する移動であったが，アウレフに到着すると，共同研究者のハジ教授がまちかまえていた。同教授と
は，1961年来のつきあいであり，私にとっては何回目かの訪問であっても，Hadj君には，ムッシュー・
コボリが又帰ってきたと云ってくれる間柄である。以後，イン・ベルベル，マトリウンヌをはじめ，
このアウレフオアシス群に9日間滞在し，オアシス社会の変貌につき，多くの知見を得たが，Hadj教
授は全期間つきっきりで助けてくれた。
　まずアウレフでは，ナツメヤシ農園に水質の汚染の問題が発生していた。オアシスの自家発電装置
からの重油の漏水らしいが，そのためにHadj君の畑では，野菜類の成長にかなりの被害を与えてい
た。この問題は，後に郡長と約4時間にわたって，総括討議を行った際，行政の対応がおそいので，
温厚なHadj君が気色ばむ場面もあったが，結局再調査と行政的措置を約束してくれた。
　アウレフ郊外の，セントラル・ピボット灌概による新しい農場も数ヶ所見学した。代表者が，前回
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（1990年）訪れた時にくらべ，更に規模が拡大しており，又，主として外来種であるが，小麦の耕作が
定着していた。又，各種の農業機械の導入も目立つ。又，前回見られなかった揚水ポンプによる農園
の開拓も見ることができた。但し，90年代に誇らしげに見せてくれたビニール・ハウスは，鉄骨だけ
残っており，理由をきくとビニールの値段の高騰のため，経営的に成りたたないのであきらめたとい
うことである。いわゆるピボット・システムについては，システムの設置，電力の供給，井戸の掘削
など，さまざまな段階で政府の補助があり，企業的に経営しようとする志のある者か，又は一一ptの農
業協同組合的な若者の組織を通じて，現政府の国策を遂行している感じであった。この点，郡長も中
央政府から任命された官僚なので，次第にオアシス伝統農業からピボット利用の大型農業に代える方
針を，くりかえし説明していた。又チモクテンで，新しいフォガラをつくった小さな農場を見学する
途次，礫沙漠のなかで，一日ふるいで小石を選別している何人かの村の女性達にあった。一日の労賃
は20～30ディナール（≒120～180円）。現金収入としては僅かなものである。一日に一度この砂利を集
めにくる業者が，静寂なサハラのど真中に居ることは，今まで考えられなかった建設ブームの一面を
語っているものといえよう。
　アウレフからイン・ベルベルに行く問にある石油探査の現場は，前回に比して，ほとんど活動がみ
られなかった。（或いは道をあやまったのかもしれないが往復ともみられなかった。）このTidikeltに
もし石油が出れば，イン・ベルベルあたりの静寂さは大きくかわり，孤立したオアシスの人々もそれ
なりの恩恵を受けるかもしれないが，いわゆる石油基地の味気ない生活に入ってゆくことであろう。
アルジェリアの石油公団は，日本をはじめ外国の石油探査を歓迎しているが，その成果は完全な秘密
なのでくわしい情報はわからない。
　アウレフからイン・ベルベルまで約120kmあり，その間に大きなワジを通過する，ラクダを放牧する
姿も見えたが，このルートのワジ沿いの植生は以外に種類が多く植物地理学者が参加できなかったの
は残念であった。
　イン・ベルベルに入る直前，左イン・ベルベル，右マトリウンヌという道標を見る。これは3年前に
はなかったもので，交通量の増加を意味するものであろう。
　イン・ベルベルでは全く連絡してなかったのにもかかわらず，何時ものように「や一，お帰り」と
いう感じで，早速ザウイア＊に招きいれられた。インフォーマントとして期待していた小学校の校長は，
チモクテンに栄転しており，イマームは老齢化し，結局ザウイアを管理するベルベリ氏など村の中堅
の人々と話をすることになった。（＊元来は，聖廟に附属するが，実質的には旅人の宿泊施設）
　今回特に気がついたことは，
　第一に，人口の増加である。2月に行われたセンサスの結果は未入手であるが，概算では700人近く
なっているという。もしそうであるなら，この約10年に倍増したことになるが，外見からはわからな
い。又，それはいわゆる本籍人口で，出稼ぎにでている人もふくまれている可能性も多いので，居住
人口はもっと少なかろう。それにしても，今回はこれをききとり調査でたしかめるだけの余裕がなか
ったが，次回は是非行わねばならない仕事である。
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　第二に食事の変化である。1977年頃は，この土地を訪れても出てくるものは，砂のまじったクスク
スとクズナツメヤシのみであった。1980年代の頃は，コックをつれて行ったのでくわしい事情はのみ
こめなかったが，野菜が不足し，代表者自身もビタミンC不足で，パリに着いたとき，ほとんど倒れ
かかったこともある。1990年代になると，農園の野菜が増えた為かクスクスにサラダがつくように
なった。そして今回は，フランスパンはアウレフから持参したので別格としても，朝は時には粗末な
がらミルクが出ることもあり，野菜もよくなっていた。又，3年前まではランプであったのが，18W
位の蛍光燈（太陽電池利用）がつき，うすぐらくても光の中で食事ができた。
　第三に新しい農園の建設である。これは，前回気がつかなかったが，村から約3kmはなれたワジ底
に，井戸を掘って新しい農園をきずいていた。主として野菜類であり，アウレフなどに出荷するのが
最終目的のようであるが，現在のところは圃場の整備が中心である。
　第四に水利権の問題の将来である。一時的に村の人口の高齢化が進んでおり，新しいフォガラの掘
削もともなった新しい農園がつくられたことは，既に3～4年前からの事業である。しかし，水利権
は現在の状況では，本人が死亡した場合家族に相続されるので，細分化してゆくと同時に若い世代が
村にのこらない限り，実際の利用がともなわない。今回の調査で，古い農園の灌慨施設のいくつかが，
遺棄されているのを記録したが，全体的に水利権の管理問題は今後の大きな問題となり，次回はこの
点を，気をつけねばならない。
　第五に，太陽電池のメンテナンスの問題である。約3年間の間に，どの程度太陽電池による電力が
利用されているかは，大変興味があった。これらの質問に対して，第一の答は意外なものであった。
それは，“曇った日には発電能力がおち，停電しがちである”ということである。イン・ベルベルの継
年気象データはないが，サハラにも雲が出ることは経験的には知っていたが，このような事例は現場
でこそ確認し得たといえよう。
　イン・ベルベルからアウレフへ帰る日に，マトリウンヌを訪れた。実はこのオアシスは，代表者は
何回か訪れているが，何時も日帰りで今回もその点を惜しまれた。イン・ベルベルと行政的には一つの
形になっており，双方をかわる村長は，現在はマトリウンヌからでている。
　イン・ベルベルにくらべて新しい，スペインの経済協力による太陽電池のシステムは，よく作動し
ておる様子であったし，又小学校の建物も，3年前にくらべ立派になっていた。しかし，以前見かけ
たグリーンハウスが見当たらない。これもアウレフと同じような事情で，維持管理が難しくなったよ
うである。又アルジェ気象台の設置した自動観測装置も作動していたが，ここも中央からアフターケ
アがおろそかのように思えた。小さな集落なのに，通りに電柱が立ち（太陽電池用），又2kmほど郊外
に，やはり揚水ポンプ利用による新農園を開拓していた。これを視察している時に，マトリウンヌに
重油をはこぶトラック（トヨタ）や，バン（マツダ）が集まったが，サハラのど真中に我々の車もい
れて全部日本製とは驚いたが，恒久的な援助では，スペインに一足こされているという現実はよく考
えねばならないと思った。又，農園沿いにあるワジに，異常降水時の洪水防御のためのダムをつくっ
てほしいという地方政府への陳情の橋わたしを今回もたのまれた。
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　マトリウンヌは，イン・ベルベルにくらべてどういうわけか蝿も多く，ここに数週間滞在してきき
とり調査などを行うのはかなり厳しいが，次回はやらなければなるまいという印象をうけた。第一，
村の地図も，イン・ベルベルと違ってつくっていないので，それらはまずは最初に行い，又，イン・
ベルベルとの問にある新開拓農園や，昔のらくだ道，植生や地形なども地図化すべきであろうと思っ
たりした。
　アウレフに帰途後，チートの大砂丘による集落の埋没状況を調べたが，チートへの入口に検問所が
あるのは初めての体験であった。アウレフを出るときジャンダルメリー（主として道路を担当する公
安）の長が，顔なじみのこともあり，連絡しておいてくれたためか，わりに簡単な審査ですんだが，
これはこの2年ほどの間，マリとの国境あたりでおきているトゥアレグ問題と関係があることはいう
までもあるまい。たしかにチートから南へさがれば，ニジェール側のほとり迄ほとんど集落がない。
研究者は10年ほど前に訪れた時には，まだトゥアレグのキャラバンを見ているが今はのぞむべしもな
い。
　チートのシーフとよばれる大砂丘は，訪れる度にその高度が低くなっている。1961年頃のデータで
は最高部は90m位とあるが，現在では1980年に実測した時には約60m，90年の観測では更にそれを
下まわり，今回の歩測では，比高は±50m位である。（61年のデータは実測していないので，信頼度不
明）
　オアシスでは，結局旧集落の外に，新集落をつくるという方法で受身的な解決をはかっている。（こ
れについては後に日本の学会で代表者のスライドを見たMainguet教授が，是非次回の参加を希望し
ていた）
　又，アウレフ滞在中に，アカブリ・オアシスも足をのばしたが，残念ながら今回はアラビストがお
らず，トゥムブクトゥから請来したといわれる古文書の調査はできなかった。又アウレフで，大モス
クのイマームから招待を受けたとき，かつてのトゥムブクトゥとの交易を読みこんだ詩の朗読なども
あり，アルジェリア側も同じ興味を示した。次回にはVIDEO又はTAPEで録音し，記録をおこす必
要性を感じた。（又，アウレフの小さな神学校にある13世紀頃（～）のTOUATの地誌（古写本）があ
り，未研究である。これも次回を考えねばならない）アウレフ滞在中に，シェグファ（分水器）のデ
モンストレーションをやってくれたので，新しい隊員には，複雑な水の分配の様子がよくわかったと
思う。
　アウレフ全体の問題は，郡長と話す限り，今後は，国策である大型の近代農法（具体的にはピボッ
ト灌概など）が次第に増してくる傾向にあると伺われるが，61年の頃のアウレフにくらべれば，現在
のアウレフは都市といってもよく，人口も約2000から今はその3倍をこえている。人々の服装もこざ
っぱりしてきてはいるが，唯一の国営スーパーの品物の種類は相変わらずきわめて限られている。し
かし，交通に関する限り，レガヌ，アドラールなどへのタクシーの数もふえ，更に，チート，アカブ
リなどへのオアシスにも乗合ながらタクシーがあるようになったのは，各オアシス群がそれぞれ成長
していることを示している。これらをどう把握するか，計量的な整理も必要であるが，今回はそこま
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でいたらなかった。
　1960年に，フランスの会社がつくった1／5000のアウレフの航空写真のコピーや，私共の報告書
（1982年版）は，今でもアウレフ郡についての唯一の貴重なデータなので，携行した最後のコピーも郡
長の手元においてゆく結果になった。（何回か前任者にあげてあるのに引き継ぎが行われていない。）
　○アウレフ～アドラール
　帰途は，アドラールで，国立農業試験場のアドラール支所を見学，特にナツメヤシ品種が多いこと，
試験地に既に塩類集積がおこっていること，日本のトラクターの評判のよいことなどが印象に残った。
要するに土地と材料はあるのに，人手と資金がたらず，十分な研究のできない状況は，ここでも感じ
られた。昨年5月ガルダイアでのサハラについてのシンポジウムの時に代表者が出演した国営TVを
見ていた人達がここでもあり，話の導入がスムーズに行ったのは幸いであった。
　折りしもアドラールでは，パリ・ダカールラリーの最中であり，まことにお粗末な手芸品をならべ
た土産物屋が広場にならび，アドラール県各地からの郷土の踊りのコンクール会場のような感じであ
った。そのためホテルが満員で，はしなくもアドラール神学校のHouitia教授の家に2名の隊員がお
世話になった。同教授はサハラ交易史の専門家で，アドラールのフォガラを中心とした集落の歴史に
もくわしく，できれば次回に参加をすすめたい研究者であることがわかった。
　○アドラール～ベニ・アベス
　アドラールで，実質的なオアシス調査は終わり，ベニ・アベスは三泊して，従来のフィールドノー
トの整理中，今はU．RZ．Aの研究所になっているサハラ研究所の各施設を見学。又，資料を収集して，
各郡長と約一時間対談した。
　実は，代表者は，イン・ベルベルを主としてアウレフの村人達へ何かしてあげたいという思いと同
様，ベニ・アベスは，1980年代に訪問した時の印象が強烈で，何とか協力できないかと考えていた。
というのは10数年前は，研究室は荒れ，サハラ博物館の標本の維持もままならずに荒蓼たる状況であ
った。研究にもっとも必要なジープも中古のランド・ロバーしかなく，とにかくひどい状況であった。
1992年秋に，サハラ研究センターの50周年のシンポジウムが開かれたが，それに参加できれば，せめ
て何かの器材でもと考えていた位である。というのはこのセンターが事実上代表者がチームとしては
じめた1977年以降の文部省科研費海外学術調査を行った際の，受け入れ方であったからである。
　今回滞在した折には，3～4人の大学院女子学生が，沙漠の小動物の研究のため滞在していた。図
書のお粗末さは相変わらずだが（後で聞くところによると，フランスがひきあげる折に，図書をかな
りひきあげていったという），ベニ・アベスでは，今後の日本の研究者のサハラ研究についてさまざま
な方向性を再確認できた。貧しいとはいえ，一応の生物，化学などの実験室もあり，附属の大家畜（ら
くだ，羊など）の試験場，博物館（歴史学，民族学から生物学，地質，鉱物学に及ぶ）をもち，しか
もサハラへの入口にあることは，研究者にとってすばらしい地理的位置といえよう。そして，日本の
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研究者用ばかりでないが，簡易な宿泊施設，食堂もあるので，若い人なら長期滞在も可能である。図
書室などはこれから再増強しなければ，一寸使いものにならない一面もあるがそれでも基本的なもの
は一応ある。通信設備（電話，FAX）がわるく，調査用のジープ類が老朽化している点などこそ経済
協力などで補い，このセンターそのものに無償文化協力（現状では不可能？）ができれば更にすばら
しい。
　一方，ベニ・アベスは，急激な人口増加で郊外のコンクリート材の新住居がふえ，有名なフーコー
神父の祈っていた教会も，その静寂さを失いつつある。更に，水不足の問題は，深刻化しつつあり，
私たちが泊まったホテルでも，時間給水であったし，研究所でもその問題になやまされている。郡長
との対話でも，ベニ・アベス及びその周辺の地下水探査について，日本に協力してもらえないかとい
う話もでた位である。しかし，このあたりの基礎的な水利地質は，かなりわかっており，要はボーリ
ングやリモートセンシングなどによる一歩前進した調査費の財源を，アルジェリア政府がどこまで調
達できるかという問題がのころう。
　小さいことだが，ベニ・アベス郊外のマトルーフに設置されているドイツのNGOにより小規模の太
陽電池発電装置揚水ポンプの作動は，全く孤立したサハラのなかの一軒だけの住居と農園への応用例
であるが，よい体験になった。
　ベニ・アベスとの今後の研究協力は，おそらくは日本の若い研究者で，サハラの基礎的研究を行う
者を派遣し，できればそれに若干の研究器材をつけること，又基礎的な記録をのこすための写真，
VIDEO関係の器材（含む消耗品）を贈呈することなどが考えられる。オアシス社会の変貌の研究対象
としてはここに大きすぎるし，カナダ政府の経済協力による電力も配給されているので，今回のテー
マの直接の対称地域というよりは，一つのサハラ研究べ一スとして，今後ともよい関係をたもちおく
べきところである。
　○ベニ・アベス～ベシャール～アイン・セフラ～シディ。ベルアベス～アルズウ～オラン～トレム
　　セン
　アトラス山脈を越えて，アイン・セフラに一泊しての二日間の移動は沙漠から草原を経て海岸地帯
への環境の変化をさぐるのにたいへんよい機会であった。かつての軍都としてのベシャールを通るこ
の道は，モロッコとの国境にも近く，村人の服装もサハラの南部とはやや異なる。特に，カビールの
山中に入ってくると，土地利用もかわり，北斜面にむかうにつれオリーブ畑になってゆく。長い移動
を経て，アルズウの石油化学プラントの炎を見たときには，改めて炭化水素にたよるアルジェリア経
済を想起させられる。
　アルズウの三日間は，さまざまな意味でアルジェリアとそれをとりまく国際環境を知るのによい機
会であった。
　これはBounaga教授の世話によるものであり，受入れはSONATRACH（アルジェリア石油公団）
の宿舎で至りつくせりであったが，すぐ近くにアルジェリアの70％の原油を精製している石油コンビ
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ナートがあるのに，宿舎の水は断水が多く，お湯はたまにしか出なかった。これを主催したのは0・S・
SとC・N・T・S＊＊であるが，三日間マグレブ諸国（チュニジア・アルジェリア・モーリタニア・モロッ
コ・リビア）とエジプト，又国際機関やヨーロッパ（主としてフランス）の発表があって，サハラそ
のものについての発表は皆無に近く，何れもサハラの周縁部のステップ地帯どまりであった。（＊Obser－
vatoire　du　Sahara　et　Sahel：ミッテランの提案で89年のパリ・サミットで決定したサハラ・サヘル
地域のモニタリングの国際組織）（＊＊Centre　National　des　Techniques　Spatiales：国立リモートセン
シングセンター）
　私たちのオアシス研究にも衛星写真の利用は重要であるので，アルジェリア国立リモートセンシン
グセンターの関係者と今後の協力について話し合った。その結論は日本側が欲しい場所の磁気バンド
（例えばSPOTでは60km×60㎞で，約30万円）の代金を払ってくれれば，それの解析画像つくり研究協
力ができるというものである。しかし実際に見せて貰った各種の機材は，製造国もバラバラであり，
いささか不安がなくもない。日本でやればその点問題がないが，逆に現地へ日本から担当者に出かけ
て貰わねばならない。それらの具体的な問題は今後の検討課題である。
　オランにおいて，オラン理工科大学に勤務するJICAの三人の専門家にあえたのは，今回の調査の趣
旨にぴったりのものであった。同大学は丹下建三先生の設計になり，現在専門家の外に，東京工大を
幹事校とするいくつかの国立大学の教授が出講しており，エレクトロニクスや情報科学の高度技術の
移転につとめている。そのため電子顕微鏡から実習用のコンピュータまで，相当な額のものが寄贈さ
れておるが，残念ながらその利用は十分でない。又，太陽電池も相当数入荷していたのに，大学での
試用は別として，サハラでの現地試験の相手方を探していたところであった。更に又，すぐ近くにあ
るアルズウの国立リモートセンシングセンターとも交流がそれ迄なく，よい機会なので，仲介の労を
とることができた。つまり折角の有能な専門家及び教授陣が情報不足のためうまく稼働していなかっ
たということになる。一晩ゆっくり懇談していて，アドラールの太陽エネルギー研究センターや，ブ
ナガ教授のことを紹介しておいたので，うまく進行していることを期待している。又，オラン大学の
地理学教授などにもあう機会があったが，地域開発の面で，今後共同研究できないかという申し込み
があった。
　総じてオランは，アルジェとちがってきわめて平静であり，サハラの疲れをいやすのには，まこと
によい場所であった。又FAOその他の国際機関や，エジプト，リビア，モーリタニアなどの代表など
と会えたことも今後の比較研究に有用であったと思う。
　オランからトレムセンを訪れたのは，たまたまブナガ教授の院生の学位論文（生態学からみた沙漠
化）の審査があるということであったが，行き違いで流れた。そこで理学部の施設を見学したが，日
本式にいえば技官が，輸入された機器を大切そうに扱っているのにくらべて，学生の利用は少なそう
にみえた。ソニーなど日本の機器も若干あったが，ほとんどがドイツ製であったのは，マグレブとヨ
ーロッパの近さを偲ばせた。
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　○トレムセン～アルジェ
　トレムセンからアルジェ迄約600kmを約8時間で走りつづけ，夜間外出禁止令の出る前のアルジェに
無事帰還した。
　アルジェでは，早川日本大使への表敬・報告（昼食会）文部省，研究協力省の担当局長への報告と
今後の協力のための懇談，アルジェ気象台訪問（気象データー部入手）などを行い，その間をぬって
アルジェ大学TVに出演した。（1月29日全国向で放映されたという）又昨年の総務庁主催の第四回
「世界青年の船」の団長をつとめた縁で，同船していたアルジェの青年達が集まってくれ，又その家族
にも招待された。又，オアシスの文化遺産保存とはスケールがちがうが，久しぶりにカスバを訪れ，
伝統建築のとりこわしが進んでいる状況をみて，チミムーンでのksarの保存案や，文化遺産と開発と
いう世界的な課題の難しさを思った。
　アルジェでは，アルジェ大学で最終的な詰めを行ったが，（Bounaga，　Benkhalifa，小堀）今回の共
同作業が無事終わったことをお互いに喜ぶと共に今後の交流共同研究の継続発展を祈念して，代表者
はアルジェを発った。
　○ヨーロツパ
　ヨーロッパは，サハラ関係の研究者，研究機関を再訪して，あわせて最新の文献資料を求めるのが
目的であった。以下，国別にのべる。
　○フランス
　1961年，まだアルジェ大学の助手であったパリ第六大学のRognonや，トゥール大学のBisson両教
授との会談，最初のサハラ行（1961）を助けてくれたH．Lhote博士の著作目録入手（未亡人の協力に
よる），ユネスコのサハラを中心とした活動の現況などを手広くおさえ，又多くの書籍が購入できた。
この間，パリ日本館長や，東洋語学校の森村司書がそれぞれ私のために関係する友人をあつめてくれ
たので，関心のある研究の現状を知るのに有用であった。
　○スペイン
　アリカンテ大学のSanchez教授と再会し，スペインの北アフリカ研究について多くの知見を得，国
内では入手の難しい書物を購入できた。
　○イタリア
　Laureano教授との会談は，チミムーンのカスバの保存のあり方をめぐって面白かったし，　FAOが
モーリタニアで行っている，オアシス調査の報告を入手できたのが最も嬉しかった。
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　○ドイツ
　Jackel教授を通じ，ベルリン大学のサハラ研究の現存刊行物を入手，又ベルリン地理学会の講演会
で，ナミーブの都市や農村の変容を学んだのはよいことであった。
　ヨーロッパでは数えきれない人々にあったが（特にフランス），旅程の最後に乞われて，宇宙考古学
とシルクロードの専門家会議に出席，オアシス研究への新しい方向を英，仏，米，中などの専門家と
語りあえたのは，望外のことであった。
　今回の調査は，研究費の調整により現在，若干の余剰金を残してあるので，年内になるべく早い機
会にアルジェリアを訪れ，センサスの結果や，アルジェリア側の更にくわしいリポートとのつきあわ
せ，及びもし継続ができるとすれば，アルズウのリモートセンシングセンターとの協議などを行うた
め渡アを予定している。
　以上のような経過を通じて，折角芽生えた日・ア協力を核としたサハラ・オアシスの研究が，今後
もつつがなく進展することを心から望んでやまない次第である。
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“Qanawat　Romani　of　Taibe　Oasis”The　Tokyo　University　Scientific　Mission　for
Comparative　Study　of　the　Foggara　Oasis　in　the　Arid　Zone　of　the　Old　Continent：
Report　No．1．98　p．
「フォガラの水」　民族学18（国立民族学博物館）　pp．17－27
“Case　Studies　of　Foggara　Oases　in　The　Algerian　Sahara　and　Syria”The　Tokyo
University　Scientific　Mission　for　the　Comparative　Study　of　the　Foggara　Oasis　in　the
Arid　Zone　of　the　Old　Continent：Report　No．2．101　p。
「吐魯番盆地の攻井について」　学術月報第34巻第12号（日本学術振興会）pp．29－34
「沙漠と水」　NIRA水研究委員会　66　p．
「マンボ　ー日本のカナートー　」　三重郷土資料刊行会　279　p．
「サハラ・オアシスの変貌について　一1989年アルジェリア調査日誌抄一　」明治大学　政
経論叢　第58巻1，2号　164p．
「変貌するカナート　ー同時代の記録一　」　民族学（国立民族学博物館）pp．86－91
「サハラに学ぶ」　學鎧Vol．87　No．　5　pp．4－7
「沙漠研究と国際協カ　ー一研究者の経験から一　」　環境情報センター19－3　pp．35－
38
「沙漠に学ぶ」　民族学（国立民族学博物館）pp．6－19
「沙漠との対話」　土木施工Vol，31　Nα11　pp．21－28
「カナート水利体系の成立とその展開」　明治大学社会科学研究所年報No．32　p．46
「カナート水利体系の成立」　明治大学社会科学研究所紀要第31巻第1号　pp．95－104
「沙漠と水」　NIRA政策研究Vol．5　No．　7　pp．36－39
日程表（アルジェリア国内）
1．アルジェ　計画立案
1992年12月21日　日本側3名アルジェ着
　　　　　22日　打ち合せ，日本大使館表敬
　　　　　23日　URZA訪問
アルジェ
　〃
　ノノ
II．アルジェ
　　　12月24日
　　　　　25日
　ガルダイア
アルジェ　→　ラグアット
現地にて研究計画討論
ラグアツト
　　〃
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26日　ラグアット　→　ガルダイア　　　　　　　　　　　ガルダイア
27日　Wilaya訪問，及び，植物検疫研究所にて現地討論　　　　〃
III．ガルダイア
　　　　28日
29日
30日
31日
一　エル・メニア　ー　チミムーン
ガルダイア　→　エル・ゴレア（エル・メニア）
この間，Hassi－Fhe1のナツメヤシ農園及び，　M．
Hadjadeの大規模灌慨施設を見学，討論。その後，
RUZAのエル・ゴレア支所訪問。
エル・ゴレア支所の研究状況，及び圃場見学。午
後，エル・ゴレア市役所で，オアシスの今後の開
発問題について，助役，研究者を交えて討論。
市内の工芸センターにて伝統工芸の現状見学。午
後，郊外の排水による人口湖見学。
エル・ゴレア　→　チミムーン
ナツメヤシ農園，セブハ（塩湖），及び市内見学。
又，文化遺産保護の対象となっているIghzerの
Ksarを見学。
エル・ゴレア
エル・ゴレア
チミムーン
チミムーン
IV．チミムーン
1993年1月1日
　　　1月2日
1月3日
一　アウレフ
チミムーン　→　アドラール
イスラム神学校訪問。アドラール県庁（Wilaya　de
Adrar）に知事（Wali）を訪ね懇談。
太陽エネルギー・ステーションを訪問，所長と懇
談。以後，アウレフに向いHadj協力者に会い，郡
役所（Daira）表敬。
チモクテンの新しいフォガラ見学。アウレフ郊外
の新しい大規模灌溜i施設，及び協同組合方式の開
拓農場など見学。
アドラール
アウレフ
アウレフ
V．アウレフ
　　　1月4日
　イン・ベルベル
アウレフ　→　イン・ベルベル
査
夜，聞き取り調　イン・ベルベル
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1月5日
1月6日
1月7日
1月8日
1月9日
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拡張された農園の測量，及び聞き取り調査
約15km離れたマトリウンヌのナツメヤシ農場，及
び太陽エネルギー発電施設を見学後，アウレフに
帰る。
アウレフ郊外のA・Ferdjaniの新しい農場見学
後，チートに向い，砂によるオアシスの埋没状況
など見学。一部測量。
アカブリのナツメヤシ農園見学。アウレフの農園
の作物栽培など聞き取り。バユドの現況調査。
フォガラの水の分配（シグファによる）の調査。
午後，郡長との約4時間にわたり今後の活動を討
論。
イン・ベルベル
　アウレフ
アウレフ
アウレフ
アウレフ
VI．アウレフ　→　ベニ・アベス
　　　1月10日　アドラールの農業試験場見学。現地調査後，ベニ・　ベニ・アベス
　　　　　　　　アベスに向かう。
VII．ベニ・アベス
　　　1月11日
1月12日
1月13日
URZAの各施設（研究室，動物園，地震計，及び
家畜実験作物飼育園）見学。郡長と約2時間にわ
たり，現状及び将来の問題につき討論。稲永隊員
明日帰国につき，農業関係の問題を一同で討論。
稲永隊員帰国の途へ。ベニ・アベスのナツメヤシ
農園見学。Hassani技官のスライドによるオアシ
ス及び周辺地域の自然と人間についてのゼミ。
近郊のアルフーマ・オアシスの見学。
ベニ。アベス
ベニ・アベス
ベニ。アベス
VIII．ベニ・アベス　ー　アルズウ
　　　1月14日　ベニ・アベス　→　タギト　→　アイン・セフラ　アイン・セクラ
　　　1月15日　アイン・セフラ　→　アルズウ　　　　　　　　　　アルズウ
　　　　　　　　　嶋田隊員，明日出発につき，社会学的テーマに
　　　　　　　　ついて一同で討論。
一132一
第32巻第1号　1993年10月
1月16日　オラン理工科大学のJICA事務所訪問。嶋田隊員
　　　　帰国
アルズウ
IX．アルズウ
　　　1月17日
1月18日
1月19日
1月20日
　トレムセン　ー　アルジェ
「リモート・センシングと沙漠化」のシンポジウム
に出席討論
　　　　〃
　　　　ノノ
トレムセン大学研究施設見学。マンスーラ史跡な
ど見学後，アルジェへ帰る。
アルズウ
　〃
　ノノ
アルジェ
X．アルジェ
　　　1月21日
　　　1月22日
　　　1月23日
1月24日
1月25日
　帰国
URZAにてブナガ所長と会談
休息，資料整理
世界青年の船アルジェリア代表団と懇談。日本大
使招待昼食会（小堀）。
文部省にて，E．　N。　M．　Saidani（成人教育・国際
協力局長）と意見交換。空港近郊のアルジェ気象
台訪問，資料入手。アルジェ大学（生涯教育・放
送教育担当学部）TVにて録画。（1月29日全国向
放映される。）
小堀ヨーロッパに向けて出発。
アルジェ
アルジェ
アルジェ
アルジェ
パリ
日程表（ヨーロッパ）
1月26日
　　　～
　28日
29日
　～
30日
31日
ユネスコ本部（MAB：GLAZER博士，
ARABIA　PLAN：AZIZA教授）
パリ第六大学（共同研究者のP．Rognon教授）
　パリ→ロンドン経由オクスフォード
Center　for　Islamic　StudiesにてNIZAMI所長
　以下と意見交換及び資料入手
ロンドン→バルセロナ
　　　　　　　　　　　　ー133一
パリ
オクスフォード
2月1日
2日
3日
4日
5日
??????
9日
10日
11日
12日
13日
14日
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バルセロナ→アリカンテ
Alicante大学Sanchez教授（アラビア学科）とス
ペインの研究者によるアンダルシア及び北アフリ
カについての研究成果について意見交換
アリカンテ→フィレンツェ
フィレンツェ大学Laureano教授と意見交換及び
文献収集
フィレンツェHローマ
FAOにて，今回のテーマを中心に沙漠関係の資料
入手
フィレンツェ→ベルリン
ベルリン大学Ja　bkel教授とドイツ研究者による
サハラ研究について意見交換
夜，ベルリン地理学会講演会「ナミーブ沙漠」に
出席し地理学会長等と懇談，資料入手
ベルリン→パリ
フィールドノートを整理
パリ大学地理学教室，パリ地理学図書館にて文献
複写
ノぐリHトゥーノレ
トゥール大学現代アラブ研究センター訪問
Bisson教授等と意見交換，資料入手
一日書店にて新旧関係書籍入手｝
　ユネスコ，シルクロード専門家会議に出席
　S．Eliss6ef博士はじめ多くの専門家と懇談
パリ→
－　TOKYO
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アリカンテ
フィレンツェ
　　〃
?
ベルリン
パリ
?
?
??
機中泊
